
琉球大学学術リポジトリ

芥川龍之介「お富の貞操」論

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2007-07-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 小澤, 保博, Ozawa, Yasuhiro

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/971URL



芥川龍之介「お富の貞操」論
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作品「お富の貞操」（｢改造」大正十一年九月）

を論じるにおいては、必ず引用される芥川書簡が

ある。「(一）明治元年五月十四日（上野戦争の前

日）はやはり雨天だったでせうか（二）雨天でな

いにしてもあの時分は雨降りつづきだったやうに

書いてありますが、上野界隈の町人たちが田舎の

方へ落ちるのにはどう云ふ服装をしてゐたでせう？

殊に私の知りたいのは足栫へです足駄、草畦、結

ひ付け草履、裸足、等の中どれが一番多かったで

せう？（三）上野界隈、今日で云へば伊藤松阪あ

たりから三橋へかけた町家の人々は遅くも戦争の

前日には避難した事と思ひますがこれは間運ひあ

りますまいか？」（｢塚本八洲宛書簡」大正十一年

三月三十一日）

歴史小説「お富の貞操」を書く上での事前調査

が、実際にどの程度作品の内部に取り入れられて

いるか、項目別に見ておくと。「(一）耳にはひる

ものは連日の雨の音ばかりだった。雨は見えない

屋根の上へ時時急に降り注いでは、何時か又中空

へ遠のいて行った。（二）それは素裸足に大黒傘

を下げた、まだ年の若い女だった。（三）官軍は

明日夜の明け次第、東叡山彰義隊を攻撃する。上
そうそう

野界隈の町家のものは勿勿何処へでも立ち退いて

しまへ｡」（｢お富の貞操｣)、過去の一日に虚構の

世界を構築するため作品背景に現実的な事実の重

みを加えている作者の手法が分かる。

「今僕が或テエマを捉へてそれを小説に書くと

する。さうしてそのテエマを芸術的に最も力強く

表現する為には、或異常な事件が必要になるとす

る。（中略）昔か（未来は稀であらう）日本以外

の土地か或は昔日本以外の土地から起った事とす

るより外はない｡」（｢澄江堂雑記」三十一「昔｣)、

この文芸理論に沿って書かれた作品は、作品背景

に歴史的事実の細部をなおざりにしない手法によ

り成功したといえる。「龍之介が主題としたのは

若い女の突発的な、微妙な心理であるが、それが

殆ど目立たないほどに、背景の内に溶かしこまれ、

琿然とした味があり、龍之介一家の芸となってい

る。（中略）物語に現実性をあたえる為に、背景

や事実には動かない所をつかもうとしたが、その

苦心は報いられているといってよい｡」（｢芥川龍

之介」新潮文庫）と吉田精一は、「お富の貞操」

創作のために払った芥川龍之介の努力を評価して

いる。

「お富の貞操」は作品構成において前後編二つ

の舞台設定を持っている。前編は、明治元年五月

十四日官軍と彰義隊の上野戦争の前日、後編はそ

れから二十三年後の明治二十三年三月二十六日第

三回万国博覧会開会式当日の上野広小路の街頭、

五月雨の降りしきる上野界隈の商家で因縁の出会

いをした－組の男女が、二十三年の年月を隔て偶

然一瞬の再会をするという、芥川龍之介が繰り返

して愛用した小説手法である。主題は、異常な状

況を背景にした「若い女の突発的な、微妙な心理」

であるが、この主題を内包した作品全体を統一す

､国語科教育教室
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いろいろの名誉の標章に埋まってゐるやうなもの

だった｡」（｢お富の貞操」後編）

明治元年五月十四日、上野戦争の前日住民の立

ち退いて無人となった一商家で運命的に出会った

一組の男女、乞食の「新公」が二十三年後に明治

新政府の高官として再登場することが、「お富の

貞操」の作品構成上重要である。乞食の「新公」

が、再び乞食の老いた「新公」として登場したの

では、作品「お富の貞操」は文学作品として破綻

してしまうのである。「お富の貞操」（前編）には、

｢若い女の突発的な、微妙な心理」を解く鍵は、

何も記述されていない。「お宮の貞操」（後編）に

も具体的謎解明の記述があるわけではない。しか

しその状況を付度することは可能だ。

乞食の「新公」に体を与えようとした自分の行

為、そして「新公」が最終的にお富の肉体を求め

なかった行為、この二つの行為の謎について現在

の彼女も理性において理解できないでいる。しか

し感性において彼女は、全てを了解、是認して過

去の自分を誇らしく追認した。「彼女は馬車とす

れ違ひながら、何か心の伸びるやうな気がした｡」

という記述から、二十三年前の行為の謎、動機の

解明は、乞食の「新公」が明治新政府の高官とし

て彼女の横を馬車に揺られて通り過ぎて行った事

にあると考えるのが自然である。「それらは皆お

富には、当然すぎる程当然だった｡」という説明

は、明治元年若い娘であったお富が、二十三年後

の二人のこうした再会を幾分か予感していた事を

意味するかも知れない。

｢二十年以前の雨の日の記憶は、この瞬間お富の

心に、切ない程はっきり浮んで来た。彼女はあの

日無分別にも、一匹の猫を救ふ為に、新公に体を

任さうとした。その動機は何だったか、－彼女は

それを知らなかった。新公は亦さう云ふ羽目にも、

彼女が投げ出した体には、指さへ触れる事を肯じ

なかった。その動機は何だったか、－それも彼女

は知らなかった。が、知らないのにも関らず、そ

れらは皆お富には、当然すぎる程当然だった。彼

女は馬車とすれ違ひながら、何か心の伸びるやう

な気がした｡」

るもう一つの主題がある。二十年以前に異常な時

を共有した男女の再会の一瞬のドラマである。最

初にこの再開の主題について考察する。結果的に

は、この主題の解明が最初の主題「若い女の突発

的な、微妙な心理」の謎を解明する事になろう。

アナトール・フランス「パルタザアル」（｢新思

潮」大正三年二月）翻訳の芥川作品に与えた影響

は顕著で、虚構の物語世界を結末で歴史上の事実

に結びつける手法は、若い芥川龍之介の文学的手

法に決定的な影響を与えた。又時間的空間的隔た

りを、前編の虚榊の世界を後編の意外性により転

倒させ、読者を一抹の余韻に引き込む手法も多く

アナトール・フランスの影響であろう。

「お富の貞操」の主題について論じる以前に、

虚構の文学世界を斬新なものにしているこの手法

について見ておく。映画「アラビアのロレンス」

「ドクトル・ジパゴ」（共に監督は「デヴィッド・

リーン｣）は、芥川龍之介が愛用したこの文学的

手法を使っている。最近の映画では「ラストエン

ペラー」（監督は「ベルナルド・ペルトルッチ｣）

が同じ物語手法で成功を収めている。「縫組疾風

録」（｢司馬遼太郎」昭和六十三年）も前半の波乱

万丈の虚櫛の物語世界を鳥鰍するように、大明国

が愛新覚羅一族により倒される東洋史の歴史に結

び付けている。こうした文学的手法は、推理小説

においては定番で多くの作品的効果を上げている。

桧山良昭「スターリン暗殺計画」（｢徳間露店」昭

和五十三年十月）では、陰謀を画策した日本陸軍

の高級参謀が戦後ソ連に抑留された後、亡命ロシ

ア人の－人が共産党員として再登場するという劇

的な場面を持つ。麗羅「桜子は帰ってきたか」

(｢文芸春秋」昭和五十八年六月）でも作品構成は

同じである。

「お富の貞操」の主題「若い女の突発的な、微

妙な心理」を解明するためには、相手である乞食

の「新公」の実態を把握しておかなくてはならな

い。

｢濡れ鼠になった乞食だった。（中略）顔は髭に埋

まった上、膏薬も二三個所貼ってあった。しかし

垢にはまみれてゐても、眼鼻立ちは寧ろ尋常だっ

た｡」（｢お宮の貞操」前編）

｢今の新公の体は、駝鳥の羽根の前立だの、厳め

しい金モオルの飾緒だの、大小幾つかの勲章だの、

２

上野広小路を家族と散策する現在のお富に二つ
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の時間が交錯している。明治元年五月十四日、上

野戦争前日の記憶とそれを回想する明治二十三年

三月二十六日の現在の彼女の時間である。「－そ

れも彼女は知らなかった｡」までが前者の時間で

あり、「当然すぎる程当然だった｡」「何か心の伸

びるやうな気がした｡」という二つの感想は後者

の時間である。一匹の猫のために新公に身を任せ

ようとした自分の行為の意味、新公が彼女の肉体

を求めなかった意味、二十三年前の二つの行為の

意味を当時の彼女は理解できなかったが、現在の

彼女の視線から過去を鳥激して、全ては当然の行

為であった。そして過去の自分の行為は現在の彼

女にとっては、心弾む記憶であった。現在の彼女

に開放感を与える二つの行為の意味は何か。理由

は二十三年前運命的に出会った乞食の新公が、有

力な政府高官としてお富の前に登場した事が考え

られる。「それらは皆お富には、当然すぎる程当

然だった｡」という、「それらは皆」には、二十三

年前の二つの行為の意味の他に新政府高官になっ

た新公に再会した出来事が含まれるはずだ。「当

然すぎる程当然だった｡」には、上野戦争当時の

若いお富が既に、乞食の新公が新政府高官の地位

にある今日を予感していた事を意味する。「何か

心の伸びるやうな気がした｡」という一文は、過

去の自分の行為の是認、さらには漠然と予感して

いた相手の男の運命の行方を現実に自分で実感し

た事の快感であろう。

「新公の馬車の通り過ぎた時、夫は入ごみの間

から、又お富を振り返った。彼女はやはりその顔

を見ると、何事もないやうに微笑んで見せた。活

き活きと、嬉しさうに。．・・・・・・・.」

二十三年前、上野戦争前夜の雨の日の記憶とそ

の結果としての運命の再開、それらを全て過去の

記憶の世界に閉じ込める一連の動作として、彼女

は夫に対して微笑んで見せる。そしてその記憶は、

現在の彼女の人生を一層華やかなものにするもの

であった。「何事もないやうに微笑んで見せた。

活き活きと、嬉しさうに。.・・・・・・・・」

という一文は、現在のお富の過去の行為に対する

密かな勝利感を、－人の女としての自分の過去と

現在に対する満足感を示している。

「お富の貞操」前編を精読し、最初に「一匹の

猫を救ふ為に、新公に体を任さうとした。その動

機」について考える。その理由について「彼女は

それを知らなかった｡」しかしお富にとっては、

すべては「当然すぎる程当然だった｡」のである。

問題の箇所を引用すると。

「『その代りお前さんの体を借りるぜ｡』（中略）

彼女の顔にはもう何時の間Iこか、さつきと少しも

変らない、活き活きした色が返ってゐた６しかし

新公は狼狽したやうに、妙な瞬きを一つしながら、

いきなり又猫へ短銃を向けた｡」

本文を精読する限り、お富が「新公に体を任さ

うとした｡」のは、彼女の積極的な意思のように

見受けられる。そして「新公に体を任さうとし

た｡｣、決心し、行動に出ようとしたお富を見て新

公は狼狽したのである。彼は女の一途な積極的な

意思表示を示されて、照れ隠しに最初の無意味な

行動に戻り「いきなり又猫へ短銃を向けた｡」の

である。この男の遊び心の戯れの行為が、お富に

最終的な決定的な決意を促す。「『いけ好かない！』」

というお富の捨て台詞は、表面的には拒否の様相

を示しながら新公を受け入れる決心をした彼女の

受諾の意思表示である。

｢彼の顔には形容の出来ない、妙な表情が藤って

ゐた。それは嫌悪のやうにも見えれば、恥ぢたや

うにも見える色だった。（中略）『冗談だ。お富さ

ん。冗談だよ。もうこっちへ出て来ておくんなさ

い。.・・・・』」

新公に身を任せる決心をしたお富の非常な決心

は、結果的に新公に拒否され空振りに終わってし

まう。若いお富はその貞操を守る代わりに、女と

しての一途な思いを弄ばれ精神的には傷つく事に

なる｡何故こうした結果になったのか。お富の方

に身を任せる意思があったのに新公の側にはその

意思がなかったからである。あるいは、一途な女

の行為の前に男の戯れ心が萎えたのである。官軍

の密偵としての乞食生活に別れを告げ、一人の武

士として明日戦場に立つ身を省みて、若い女の尋

常でない決心が彼の心を打ったのである。

「『おれも明日は死ぬかも知れない。よし又死な

ずにすんだ所が、この先二度とお前と－しよ}ご掃

溜めあさりはしないつもりだ。（中略)』」

「お富の貞操」後半で新公は明治新政府の高官

として再登場するわけだが、上野戦争前日夕刻の

この時の彼は、決戦を明日に控えた一人の武士と
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}ま、若いお富の精神的変貌、肉体を伴う彼女の豹

変である。一匹の猫の救出のために乞食の新公に

身を任せようとした自らの行為の意味を彼女自身

知らないのである。自らも理解できない、無意識

の突発的行動について考察すれば。

｢新公は其処に佇んだ侭、かすかに汗ばんでゐる

らしい、お富の襟もとへ目を落した。するとそれ

を感じたのか、お富は体を捻るやうに、後にゐる

新公の顔を見上げた。彼女の顔にはもう何時の間

Iこか、さつきと少しも変らない、活き活きした色

が返ってゐた。（中略）『いけ好かない！』お富は

忌忌しさうに咳いた。が、突然立ち上ると、ふて

腐れた女のするやうに、さっさと茶の間へはひっ

て行った｡」

新公は、明日の上野戦争に参加する一人の武士

である。彼にとっては、お富の貞操は行き掛かり

上の戯れに過ぎない。彼女の肉体が切実な要求で

ないことは、彼がお富の横たわる茶の間から立ち

去ったことから分かる。問題は、新公との私闘の

途中での彼女の肉体的な明らかな豹変である。

｢彼女の顔にはもう何時の間に力〕、さつきと少し

も変らない、活き活きした色が返ってゐた｡」の

である。この時にお富は、乞食の新公に身を任せ

る決意を固めたていた、その動機について彼女も

又分からないと言っている。「お富の貞操」の主

題でもある彼女の一瞬の変貌について把握するた

めには、芥川龍之介の女性観を理解する事が必要

である。

して非常な決心の場に居た。戦闘行為を控えた武

士としての彼の心に、お富の女としての捨て身の

行為が共鳴した結果である。直木三十五「南国太

平記」「益満休之助」に描かれた実在の益満休之

助のように上野戦争の硝煙の中に消えて行く可能

性があったわけである。

｢『村上新三郎源の繁光、今日だけは一本やられた

な｡』彼はさう咳きざま、うまさうに黄昏の水を

飲んだ。..・・・・・・・」

お富は、貞操を投げ捨てる積極的な行為におい

て戦場に臨む武士の捨て身の行動に匹敵し、武士

として明日決戦に臨む新公の精神を凌駕したので

ある。お富の無償の必死の行為が、新公を圧倒し

た。土壇場での男の側の退避の意味は、女には理

解できなかったが、最終的には納得した。

｢彼女が投げ出した体には、指さへ触れる事を肯

じなかった。その動機は何だったか、－それも彼

女は知らなかった｡」

相手の男、新公の行動の意味をお富は理解できな

かったが、しかしそれを納得するためには、女の

方に男に対する認識がなければならない。その認

識についてお富は、本能的な勘で全てを察知して

いたということである。「新公は唯の乞食ではな

い。－そんな事はなぜかわかってゐた｡」とある

通りである。そして問題は、「新公に体を任さう

とした｡」お富の動機の解明ということになる。

お富の行動の謎に迫る前に、若い女であるその実

像を把握しておきたい。

｢それは素裸足の大黒傘を下げた、まだ年の若い

女だった。（中略）それから流しへ泥足を伸ばす

と、ざあざあ水をかけ始めた。（中略）彼女は色

の浅黒い、鼻のあたりに雀斑のある、田舎者らし

小女だった。なりも召使ひに相応な手織木綿の一

重物に、小倉の帯しかしてゐなかった。が、活き

活きした眼鼻立ちや、堅肥りの体つきには、何処

か新しい桃や梨を聯想させる美しさがあった｡」

日常生活において積極的な若い女が、剃刀を隠

し持って主人の置き忘れた猫を探しに無人となっ

た上野界隈の一商家に立ち戻るところから物語が

始まるのである。無人となった商家の一室で貞操

の危機に直面した若い一人の野性的、魅力的な女

の立ち振る舞いが作品の主題でもある。再び、新

公とお富の密室での緊迫した場面に戻ると。問題

３

「奉教人の死」（｢三田文学」大正七年九月）は、

一瞬の充実の生の瞬間を生きる者への賛美である。

三島由紀夫「十日の菊」（｢文学界」昭和三十六年

十二月）にも通じる日常生活の繰り返しに対する

蔑視、一瞬の決断と行動への賛美は、芥川文学の

一つの主題でもある。「袈裟と盛遠」（｢中央公論」

大正七年四月）では「源平盛衰記」以来の袈裟御

前のイメージを破壊して二人の心の絆の乖離を主

題にしている。貞女袈裟は夫源渡、愛人遠藤鱒遠

の二人の間を揺れ動く近代的な女になっている。

(北村透谷「心機妙変を論ず」では、事件後の遠

藤盛遠の精神の覚醒を扱っている｡）

「お富の貞操」の新公とお富は、「袈裟と盛遠」

－１７８－



小澤：芥川龍之介「お宮の貞操」論

の登場人物の心理の乖離の人物造形を幾分か残し

ているかもしれない。お富が乞食の新公に身を投

げ出した意味も、新公がお富の肉体を見捨てて立

ち去った意味も、お富の理解を超えた出来事であっ

た。上野戦争の前夜、互いに気持ちの齪鰭のまま

に別れた二人は、二十三年後に無言で再会する。

少なくともこのときお富の側からは、新公に身を

投げ出した行為の意味を何かしら納得したはずで

ある。

上野戦争前夜お富は乞食の新公が、自分を未知

なる別の世界に導いてくれる何者かであった。彼

女の本能は、不可解な人生の未知数を－人の男の

運命に託そうとした無目的な行為であった。一か

八かの彼女の不確定な決断は、二十三年後に彼女

の一瞬の決断が正しかった事の証明として馬車に

乗って彼女の前に現れる。「彼女は馬車とすれ運

ひながら、何か心の伸びるやうな気がした｡」と

いうのは、上野戦争前夜の無鉄砲な自分の行動へ

の彼女自身の自己満足ではないか。

「茶の間のまん中にはお富が一人、袖に顔を蔽

つた侭、ぢつと仰向けに横たはってゐた。（四十

一字欠)」（｢改造」初出）とあるが、第一回の

｢芥川龍之介全集」（｢岩波書店」昭和二年一四年）

から（四十一字欠）という意味ありげな箇所は、

削除されているという。作者である芥川龍之介の

遊び心を消去したことについて、小島政二郎、堀

辰雄共に編集作業に携わったはずの葛巻義敏は批

判している。「矢張りこの『(四十一字欠)』の数

字を小説中に保存する事の方が作者の意に添って

いるのではなかろうか｡」（｢芥川龍之介未定稿集」

岩波書店)、編集作業の中途で諸先輩の言動に若

輩として従った事の不満があったか。確かに芥川

龍之介の創作上の遊び心が、失われたのは惜しい。

幻のポルノ小説「赤い帽子の女」が、－時芥川龍

之介原作と噂されたのも芥川龍之介のこうした小

説中の戯れ心が招いた誤解であるなら、死後の彼

はさぞや満面の笑いを浮かべているであろう。

「お富の貞操」のお富は、容貌性格において

｢薮の中」の真砂に通じるものを持っている。戦

争前夜、無人の上野界隈の商家へ剃刀を懐にして

素足に大黒傘を持って小雨降る中を単身乗り込ん

でくる若い女、「お黙りよ！お上さんの識訴なぞ

は聞きたくないよＩ」と新公をやり込めて、与え

られた自分の責任をてきぱき片付けていく。「顔

は色の筏黒い、左の眼尻に黒子のある、小さい瓜

実顔でございます｡」（｢薮の中｣）と描かれた真砂

に似通っている。「薮の中」の真砂が半年後に

｢お富の貞操」のお富に変貌したのかも知れない。

年少で従順な幼妻文と結婚した芥川龍之介にとっ

ては、こうした女性がある種の理想であったかも

知れない。然るべき典拠なくして創作を成しえな

かった芥川龍之介にとって「お富の貞操」の素材

は、一体何か。「龍之介が主題としたのは若い女

の突発的な、微妙な心理」「手薄な心理解剖も、

異常な事件の動きに救はれて」（｢芥川龍之介」吉

田精一）とあるように「お富の貞操」前編は、若

い女の異常な状況での心理変貌を主題にしている。

この主題についての典拠は、ストリンドベルク

｢ユリエ嬢」であるという指摘が森本修「お富の

貞操」（｢芥川龍之介作品研究」駒尺喜美編）にあ

る。

「何と云へば好いんだらう？唯あの時はああし

ないと、何だかすまない気がしたのさ゜」という

お富の心理の激変についての主題、戦場のような

特殊な環境で豹変する若い女の微妙な心理につい

ての出典は、日頃彼が愛読した外国文学作品の主

題としてあるのに違いない。その主題を生かすた

めに舞台を上野戦争前夜の商家の一室に設定した

のであろう。そして後編のもう一つの主題、戦争

前夜に密室で異常な時を共有した一組の男女が、

戦後運命的再会を成し遂げる。相手の男が、乞食

の浮浪者から政府高官となっていて女の傍らを無

言で通り過ぎるという通俗的筋書きも別の外国文

学の出典があるに違いない。私見によれば「お富

の貞操」の典拠には、二つの外国文学作品が予想

される。そして「お富の貞操」前後編の主題は、

互いに繋がっているのである。

４

二十三年前お富は乞食の新公に身を委ねようと

した、若い女の性的本能による衝動的行動である、

と森本修は言う。前編の主題については、誤りと

は言えないが、それだけでは、後編の作品主題に

結びつかない。「それらは皆お富には、当然すぎ

る程当然だった｡」の「それらは皆」には、二つ

の「その動機」と政府高官になった新公に再会し

－１７９－
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確に描かれている｡」と述べているが、「ユリエ嬢」

に引き付け過ぎた曲解である。

「お富の貞操」を虚心に読むと鈩新公のお富に

対する肉体的な要求は終始戯れ心がある。「『いけ

なけりやあすこへお行きなさいな｡』新公は薄笑

ひを浮べてゐた｡」（中略）が、突然立ち上ると、

ふて腐れた女のするやうに、さっさと茶の間へは

ひって行った｡」

結局、芥川龍之介が「お富の貞操」で扱いたかっ

たのは、若い女の状況に由る行動の激変振りであ

る。新公のお富に対する戯れには、彼女の日頃の

言動に対する好意が感じられる。又、強要された

とは言いながら彼女が積極的に身を挺するには、

お富の方でも新公に対する個人的な好意がなけれ

ばならない。

半年前の「薮の中」（｢新潮」大正十一年一月）

では、強姦された真砂の心理の突然の変貌、不可

解な行動について論述した。人間の心の闇、瞬間

的に変位する人間精神に対する興味は、芥川文学

の主要なテーマであり「薮の中」の先駆的作品

｢疑惑」（｢中央公論」大正八年七月）にも人間精

神の闇が扱われている。漱石「心」の主人公は、

信頼していた人間に裏切られ不振の念を吐露した

が、芥川が作品世界で扱うのは、時と場合におい

て突然変貌する若い女の精神に対する不信である。

芥川龍之介にとって若い女の性に関する突然の変

貌は、作品創作上の主要なテーマであり繰り返し

て扱われている。漱石作品全てに見られる人間不

信が、芥川の場合は若い女性の性に限定されるの

は、芥川の若さによるかも知れない。「開化の殺

人」「お富の貞操」「薮の中」等の芥川作品から影

響された松本清張は、「潜在光景」「火の記憶」

｢天城超え」等で性に纏わる意識下の犯罪を描い

た。

若い女の性に関する変位を執勧にテーマに扱う

には、生母ふく発狂と狂死からの影響、あるいは

初恋の人吉田弥生との別離、さらに芥川夫人文が

幼な妻で日常生活で手応えがなかった事などが理

由として考えられる。

た事が含まれるなら、女としての娘時代の衝動的

性行動とその結果に対する現在の彼女の満足とし

て読むべきではないか。そして過去の衝動的行動

が、現在の彼女の生活に何一つ禍根を残していな

いことを知るべきである。「何か心の伸びるやう

な気がした。（中略）何事もないやうに微笑んで

見せた。活き活きと、嬉しさうに。・・・・・・・」

二十三年前、小雨降る商家の密室で繰り広げら

れた彼女の捨て身の行為の意味、その結果の満足

が作品の終幕を飾っている。お富は、若い娘の直

感と本能とで乞食の新公に身を任せることが、女

としての自分の波乱栄達の階段を危険ながら駆け

上ることであることを認識していたのである。乞

食の新公がお富の貞操を奪い、明治新政府の高官

として手を取って政治の世界を駆け抜けていった

ら、物語は新たな展開を見せるであろう。木戸孝

允と幾松、伊藤博文、井上馨等と同じ波乱の人生

になったはずである。しかし乞食の新公は、お富

を自分の危険な人生に引き込む事を避けた。明日

戦死するかも知れない彼の武士としての道徳が、

理性によってそれを止めたのである。

｢お富は思はず足を緩めた。が、不思議にも驚か

なかった。新公は唯の乞食ではない。－そんな事

はなぜかわかってゐた｡」

乞食の新公が、二十三年後に再び乞食となって

登場したのでは文学作品にならない。又、政府高

官の新公にすれ違ったのが、零落した中年のお富

であっても文学作品に成りえない。

森本修「お富の貞操」は、出典としてストリン

ドベルク「ユリエ嬢」を取り上げている。貴族階

層の女（ユリエ嬢）と平民階層の男（ジャン）と

の男女関係の性的な駆け引き、貴族の娘の気まま

な性的欲求により振り回される男、貴族として自

負心から自滅する傲慢な女（ユリエ嬢）の筋書き

を「お富の貞操」に振り当てて、（お富は）「主人

の寵愛する猫の命を救い、自分の行為を正当化す

ることにより、未知の世界を知る機会に利用しよ

うとしたのである。ここに'情欲を満たすためには

貞操を二義的に考えるとする芥川流の倫理観が明

－１８０－


